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8かしはら市議会だより

り
上
が
っ
て
い
く
一
面
も
あ
る
た

め
、
立
山
だ
け
を
切
り
出
し
て
と

い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問
大
北　

か
ず
す
け

大
北　

か
ず
す
け

（
公
明
党
）

災

害

対

策

内
閣
府
公
表
の
避
難
所
運
営

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
「
避
難
所
生

活
は
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

べ
き
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
当

市
で
は
平
成
24
年
11
月
に
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
が
、
災
害
時
の
避
難
所
運
営
の

流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
「
誰
が
、

い
つ
、
何
を
、
ど
う
す
る
の
か
」

を
簡
潔
に
示
し
、
地
域
住
民
が
避

難
所
運
営
訓
練
を
実
施
す
る
際
に

参
考
・
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
避
難

所
運
営
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

各
地
域
で
実
施
さ
れ
、
市
は

こ
れ
を
支
援
し
て
い
る
。
金
橋
地

区
で
は
全
自
治
会
が
参
加
し
、
避

難
誘
導
訓
練
や
避
難
所
を
自
主
的

に
運
営
す
る
訓
練
を
過
去
５
年
ほ

ど
続
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
職
員
が
応
急
対
応

を
行
う
中
で
、
各
避
難
所
を
立
ち

上
げ
る
余
力
が
あ
る
か
懸
念
さ
れ

る
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
職

員
の
動
き
を
再
検
討
し
、
避
難
者

だ
け
で
避
難
所
を
立
ち
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
わ
か
り

や
す
く
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
70
ペ
ー
ジ
ほ

ど
あ
る
が
、
職
員
不
在
時
で
も
施

設
管
理
者
や
避
難
者
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
ま
と
め
て
お
り
、
訓
練

を
通
じ
て
再
確
認
し
て
い
く
。

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
。

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク
は
防

災
施
設
で
あ
る
。
平
時
に
は
橿
原

市
消
防
団
の
拠
点
施
設
、
ま
た
市

民
の
講
座
や
訓
練
に
使
用
し
て
い

る
。
災
害
時
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
３

０
０
ト
ン
の
貯
水
槽
、
太
陽
光
発

電
と
蓄
電
池
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
燃

料
の
備
蓄
庫
な
ど
が
あ
り
、
自
衛

隊
の
駐
屯
地
に
も
な
る
。

安
心
パ
ー
ク
で
の
訓
練
等
の

回
数
、
人
数
は
。
ま
た
１
回
あ
た

り
の
平
均
人
数
と
最
大
人
数
は
。

平
成
27
年
度
は
訓
練
で
84
回
、

講
習
や
会
議
で
68
回
、
延
べ
５
，

７
２
８
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
１

階
の
部
屋
は
約
１
０
０
人
入
る
が
、

訓
練
は
自
主
防
災
組
織
単
位
で
実

施
さ
れ
る
の
で
、
30
人
か
ら
40
人

が
一
般
的
な
人
数
で
あ
る
。
ま
た

学
校
等
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

最
大
人
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

参
加
人
数
が
50
人
を
超
え
る

研
修
の
と
き
、
途
中
休
憩
時
に
、

特
に
女
性
用
ト
イ
レ
の
数
が
足
り

な
い
と
い
う
声
を
聞
い
た
が
、
設

備
に
関
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

１
階
に
女
性
用
が
２
つ
と
多

目
的
ト
イ
レ
が
１
つ
、
２
階
に
も

女
性
用
が
２
つ
あ
る
が
、
訓
練
時

に
混
む
こ
と
は
あ
る
。
ク
レ
ー
ム

は
聞
い
て
い
な
い
が
、
休
憩
時
間

や
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
方
等
を
考
え

て
対
応
し
た
い
。

炊
き
出
し
訓
練
室
や
防
災
ベ

ン
チ
を
使
っ
た
訓
練
は
実
施
し
て

い
る
か
。

紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
と
位
置
づ

け
て
お
り
、
訓
練
を
し
た
こ
と
は

な
い
。消

防
団
の
女
性
分
団
に
対
す

る
支
援
は
。

消
防
団
の
第
10
分
団
が
女
性

分
団
で
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
や
人

命
救
助
講
習
等
を
丁
寧
に
、
そ
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
や
っ
て
も

ら
っ
て
お
り
、
貴
重
な
存
在
だ
と

思
っ
て
い
る
。
第
10
分
団
に
だ
け

で
は
な
く
、
消
防
団
の
活
動
に
対

し
て
条
例
に
基
づ
き
訓
練
費
な
ど

を
支
給
し
て
い
る
。

住
宅
の
１
部
屋
だ
け
を
耐
震

化
し
た
り
シ
ェ
ル
タ
ー
に
す
る
際

に
市
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

耐
震
診
断
補
助
や
木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
補
助
は
あ
る
が
、
今

後
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
た
い
。

財

政

か

ら

み

る

ま

ち

づ

く

り

本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

基
本
的
に
人
口
は
減
り
、
生
産
人

口
も
減
る
が
、
高
齢
者
の
人
口
は

増
え
る
と
い
う
大
き
な
流
れ
は
変

わ
ら
な
い
。
今
後
、
ベ
ー
ス
と
し

て
税
収
が
減
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

る
が
考
え
は
。

税
収
が
減
る
こ
と
は
認
め
て

い
る
が
、
な
る
べ
く
減
ら
さ
ぬ
よ

う
努
め
た
い
。
次
回
財
政
計
画
で

実
際
に
何
％
減
る
か
示
し
た
い
。

次
回
の
財
政
計
画
は
い
つ
出

る
の
か
。

次
回
は
30
年
３
月
に
、
30
年

度
か
ら
の
５
年
間
と
し
て
出
す
こ

と
に
な
る
。
概
算
の
数
値
は
29
年

12
月
あ
た
り
に
示
し
た
い
。

現
在
と
過
去
最
高
の
借
入
金

残
高
及
び
市
債
残
高
は
。

現
在
の
借
入
金
残
高
は
６
４

０
億
円
、
過
去
最
高
は
平
成
15
年

度
末
で
８
８
７
億
円
で
あ
っ
た
。

市
債
残
高
は
27
年
度
末
３
８
５
億

円
、
過
去
最
高
は
15
年
度
末
で
５

５
９
億
円
で
あ
っ
た
。

実
質
公
債
費
比
率
の
３
カ
年

平
均
は
。
ま
た
、
あ
と
ど
れ
だ
け

借
金
す
れ
ば
早
期
健
全
化
基
準
、

財
政
健
全
化
基
準
に
な
る
の
か
。

３
カ
年
平
均
は
８
．
９
％
で

あ
る
。
利
率
１
％
、
償
還
期
限
20

年
の
条
件
で
約
５
１
５
億
円
借
り

る
と
早
期
健
全
化
基
準
25
％
を
超

え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
じ
条

件
で
計
算
す
る
と
約
８
２
７
億
円

借
り
た
場
合
に
財
政
健
全
化
基
準

35
％
に
な
る
。

平
成
27
年
度
末
の
将
来
負
担

比
率
は
。
ま
た
、
あ
と
ど
れ
だ
け

借
金
す
れ
ば
早
期
健
全
化
基
準
に

な
る
の
か
。

平
成
27
年
度
末
の
将
来
負
担

比
率
は
75
．
９
％
で
あ
り
、
交
付

かしはら安心パーク
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